






32

都賀町立学校給食センター　JAしもつけ都賀地区営農センター　都賀
町立都賀中学校　都賀町立赤津小学校

都賀町教育委員会事務局
栄養教諭が、技術 ･家庭科の教師と連携し、カボチャ・ニンジンを栽培、調理指導。
さらに、収穫したカボチャとニンジンを町の全小・中学校の給食につなげるなど、
教育ファームを手段とした「地産地消」の取組みを紹介する。

連携団体

テーマ

参加者

対象作物

活動の場所

活動の面積

取組みの開始年

教育ファームを
実施した教育課程

給食

教育ファームで
何を目指すか？

畑から「育てる」「食べる」「学ぶ」　都賀町るるぶプラン

技術・家庭科における「生物育成」に農業体験を生かし、とれた農作物
を給食センターに供給、地産地消の体験

都賀町立都賀中学校3年生 (131名 )

カボチャ、ニンジン

都賀町立都賀中学校近くの畑

3,324㎡

2008年

技術・家庭科における技術分野「生物育成に関する技術」、および総合
的な学習の時間の選択授業で実施。

センター方式
教育ファームの産物を都賀町全小・中学校の給食1300食に食材とし
て提供（カボチャ→夏野菜カレー、ニンジン→けんちん汁）

事例報告 4 栃木県都賀町



33

「
教
育
フ
ァ
ー
ム
推
進
事
業
」

調
査
概
要

1

学
校
タ
イ
プ
に
み
る

教
育
的
効
果

学
校
タ
イ
プ
に
み
る

教
育
的
効
果
と

デ
ー
タ
分
析

一
般
公
募
タ
イ
プ
に
み
る

参
加
者
ニ
ー
ズ
の

把
握
と
効
果

指
導
す
る
生
産
者
の

実
態
と
効
果

教
育
フ
ァ
ー
ム
の

成
果
物
に
見
る
意
識
変
容

資
料

2

3

4

5

6

「マルチを敷くのはどうしてか ?」を学ぶ

主な取組みと活動の工夫

マルチ敷き、カボチャ定植

カボチャ収穫、ニンジンのタネまき

カボチャ収穫、ニンジン畑除草

カボチャ販売

ニンジン畑除草

給食に提供・調理実習

ニンジン収穫、給食提供

5月
14、22、29日

7月 16日

8月5日

8月12日

9月
10、11日

9月18日

12月上旬

2クラス合同でカボチャ収穫とニンジンのタネまきを行う

剣道部の協力を得て、収穫とニンジン畑の除草を行う

JAしもつけ直売所の協力を得て、中学生自ら販売体験

雑草がニンジンの成育を遅らせることを学ぶ

収穫したカボチャを入れた給食を全小・中学校へ提供、
中学校で調理実習（カボチャプリン）

収穫したニンジンを給食センターへ提供

自分のゼミ

… 1… 和太鼓

… 2… 不思議発見！　社会

… 3… ものづくりと販売

… 4… 都賀町の神社

… 5… 宇宙に関する探求

… 6… 都賀町の伝統工芸

… 7… 国際理解・国際交流

… 8… 壁画ゼミ

… 9… 演劇

…10… 山本有三

…11… 英語絵本の翻訳

…12… 杖術

…13… 食品の成分と調理法

…14… 都賀町の新メニュー開発

…15… ワールドカップ

…16… 都賀を知ろう

…17… オペラ

…18… 理科研究（プラスティック）

「都賀町の新メニュー開発」ゼミ実施計画
●身につけさせたい力

都賀町の新メニュー開発を通して、都賀町のことや食のことを
探求し、新しいものを開発する力と、それを発表し広める力を
育てる

●具体的活動

①…都賀町の食材について調べる

②…食材の特徴と調理科学について調べる

③…新メニューを開発

④…新メニューの試作と検討

⑤…新メニューのプレゼンの仕方を考える

食に関する指導と給食管理を一体のものとして行う栄

養教諭が、総合的な学習の時間を活用し、「教育ファー

ムで栽培した農産物を、もっと探求して食につなげて

いきたい」と発案。家庭科教諭等とのチームティーチ

ングで、【食「都賀町の新メニュー開発」コース】ゼミ

授業を実施した。

取組みの特徴

都賀中学校で行われている縦割り総合的な学習の時間の選択授業「自分のゼミ」。こ
のなかの「都賀町の新メニュー開発」で教育ファームを活用
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どんな力が身につきましたか

農業についてどう思っていますか

グループでの協力、りょう
りの仕方、新しい物を作る
はっそう力

大変な面があるけれどその分喜びがあると思います。

積極的に行うこと

これから日本を救っていくものだと思います。

食材によって、調理方法を変
えたり、考えたりする力。ま
とめたり発表したりする力。

最初から最後まできちんとやるのが大変そう。

料理です。

農作業は大変だけど農作物ができたらうれしそう。

つかれるけど楽しい

自分の生活に生かしていけ
そうなことは

りょうりをよく作ること。

料理が少しできるように
なった。

調理したものを家でもつく
る。

料理です。

今回の活動でいちばん心に
残ったことは

カボチャとニンジンを育てて、料理をした感想を書いてください

新しい物を作る、大変さと
楽しさが心に残った。

買ったものとはまた違うあたたかさがあったと思います。

作った料理がかんせいした
ときのうれしさ。

とてもおいしく上手にできたと思います。家でも作ってみた
いと思いました。

班の人たちと協力して作業
ができたことです。

みんなと協力してできたのでとてもよかったし、とてもおい
しく良い経験ができました。

料理を作っておいしいと言
われた。

都賀町のものは何でもおいしくできると思った。

自分達で育てたものは何でも美味しく感じる事が実感できて
良かったです

次にやってみたいテーマは

新しい農機を作るテーマ

積極的に料理を作ってみた
い

他にも、新しいメニューを
考えて作ってみたいです。

和太鼓をやってみたいです。

A 君

E 君

Ｂ君

F 君

Ｃさん

G さん

Ｄ君

H 君

I 君

縦割り総合的な学習の時間で使った「自己評価シート」から抜粋（生徒の記述は原文のまま）

すべての取組みを終えたあとのアンケートの記述から抜粋（生徒の記述は原文のまま）

定性調査から

自己評価シート・学校独自アンケート

実施団体からの報告

中学3年生の技術・家庭科の必修授業（「生

物育成」）として取リ組んだことで、ク

ラスごとの授業となり、マルチ敷きや、草取

りなどの作業において、他のクラスのマルチ

敷きが上手とか除草の進みが早いなど、自分

たちのクラスとの対比をする競争心が芽生え

た。

収穫したカボチャが給食に出たり、家庭

科の授業でプリンをつくったり、食べ

るところにつなげたことで、農作業について

は多数を占めた「大変だった」という感想が、

「自分たちでつくったものはとてもおいしかっ

た」「またつくって食べたい」という感想に転

換した。

JAしもつけ都賀地区営農経済センターの

協力で、子どもたちが育てた野菜を自分

たちで直売所で販売体験させてもらう取組み

ができた。
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●自分の地域でとれる農作物を知っている

　　「ややあてはまる」「とてもあてはまる」の回答割合　　

●教育ファーム活動に参加してどのような効果があったと思うか

　　　「ややそう思う」「とてもそう思う」の回答割合

0 20 40 60 80 100％

都賀中

前半

後半

48.6％

27.4％

29.5％
Aグループ

48.6％％50.5％

56.6％

0 20 40 60 80 100％

都賀中

全体の平均

自然や生き物への興味・関心を持った

自然や生き物に対する観察力・

自然や生き物を大切にする

食べ物への興味・関心を持った

食べ物に対する知識・理解が深まった

食べ物を大切にする気持ちが育った

作物を育て収穫する喜びや

農業への興味・関心を持った

農業に対する知識・理解が深まった

農村への興味・関心を持った

農村に対する知識・理解が深まった

農産物直売所に興味・関心を持った

地域のなかの知りあいがふえた

あせを流して働くことの大切さを知った

まわりの人と協力する気持ちが育った

科学的知識を身につけた

充実感を味わった

気持ちが育った

定量調査から

■解析対象
　都賀中学校の中学生………127人
　全体…………………………711人

■解析対象
　都賀中学校の中学生………127人
　Aグループ…………………387人
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●体験した内容

0 20 40 60 80 100％

土づくり

種まき

苗植え

水やり

肥料まき

草取り

観察

生き物探し

農業機械の見学

農業機械の操作

収穫

調理

食事

販売

都賀中

全体の平均

　都賀中学校は、教育ファーム学校タイプ全地区

の中学校の平均と比較して、教育ファーム活動の中

でも特に「種まき」や「草取り」を体験したと回答

する中学生の割合が高い点に特徴がある。

　定量分析の結果から、都賀中学校においては「ま

わりの人と協力する気持ちが育った」と回答する

中学生の割合がとりわけ高いことがわかる。また、

「地域の農作物を知っている」と回答する割合も高

い傾向にある。

　このように、都賀中学校の教育ファーム活動に

よる、ライフスキル ( 生きるたくましさ ) や地産

地消への効果がうかがえる。

山田伊澄（農業・食品産業技術総合研究機構）

 アンケート結果の考察

　技術・家庭科の教員と連携して、必修で
ある「生物育成」として教育ファームを実
践するとともに共に、総合的な学習の時間
を活用して新メニュー開発に取り組むな
ど、中学における栄養教諭を核とした食と
農の教育の展開可能性を考える上で多くの
示唆が得られる貴重な事例である。
　主観的な農業体験の数値も概して高く、

加えて収穫したカボチャとニンジンを給食
の食材として提供したり、自ら販売するな
ど、地産地消の意義を身をもって経験させ
ることが、「地域の農作物を知っている」「ま
わりの人と協力する気持ちが育った」など
の成果に結びついたものと推測される。

奈須正裕（上智大学総合人間科学部）

都賀中学校の取組みについて


